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いて著者は、PS の溶解性が、一般の食用油に比べて DAG 油で顕著に高いことに着目して PS を
DAG油中に 4% 溶解した食用油（PS/DAG油）を調製し、これを、日常的に使用している食用油や
マヨネーズと置き替える形でその抗コレステロール及び抗肥満作用のヒト試験を実施した。 
 著者は最初に、被験者の初期コレステロール値が正常域（n = 25）、境界域（n = 20）、高値


























               審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、食用油に含まれるジアシルグリセロール（DAG）に野菜や果実などに広く存在する
植物ステロール（PS）を溶解させた食用油（PS/DAG 油）がヒトに対する高い抗コレステロール
作用及び抗肥満作用をもたらすことを示したものである。植物ステロールがコレステロールの
吸収を阻害することは知られていたが、水および通常の食用油には溶解性が低いため食品への
利用が困難であった。本論文では食用油に含まれる DAGに PSを溶解させた一般食用油の代替油
を利用することにより広くヒト試験を可能にした。さらに PS/DAG油が、初期血中コレステロー
ル値が高い場合や閉経や肥満に伴うコレステロール値が上昇し、コレステロール低下薬が作用
しにくい場合でも PS/DAG油を継続的に摂取することで血中コレステロールを低下させることを
明らかにした。さらに、この継続摂取における安全性についても検証されている。高コレステロ
ール血症や内臓脂肪型肥満が増加傾向にある日本を含む先進国においてその対策は急務であり、
本論文の成果は、PS/DAG 油の有効性はもとより、安全性も検証していることから、機能性食品
成分として今後の発展性の向上に貢献したという観点からも高く評価できるものである。  
 
 平成３０年１月１９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
